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ヨハネの福音書１章１節～１８節より
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ョハネの福音書はよく求道者やクリスチャンになったばかりの人にわかりやすいということで読むことを

勧められる。しかし、私自身はこの福音書をあまり深く掘り下げず、非常に表面的に読んでいるように感じ
ている。最初のプロローグの部分においても、４：ぜ著者がロゴスということぱを用いて福音提示をしている
のかがよく解らない。幸いにしてレオン・モリスの本の中にロゴスについての深い洞察・カ１記されていたので
それを述べながら１１１、ロゴスについてのワードスタディを行い、なぜョハネの福音書の著者はロゴスという
ことぱを用いて福音提示をしているのかを考えてみたいと思う。



２ ロ ゴ ス に つ い て の Ｗ Ｒ Ｄ Ｔ Ｄ Ｙ

ＡＩシのロゴスにヽるイメージ１１、１４】

＊ｌｏｇｏｓｐｒｏｌ）ｈｏｒｉｋｏｓ：誰かから出たことぱ。言い換えると、他の誰かとコミュニケーションするために
語られたり沓き記されたりされたことぱ。この用語は現代の私たちのイメージと同じなので問題はない。
＊ｌｏｇｏｓｅｎｄｉｉｌｔｌｌｅｔｏｓ：語られたり、書かれたりしたことぱではない。私たちのｍｉｎｄの中にある理性のよう
に何が理にかなったことかを判断する。現代人にはこのようなイメージはない。すべての人間の最も重要な
部分を指し示すことば。
このロゴスの用法は人間を越える何かを言い表す時にも用いられる。ギリシャ人が宇宙を見るとき、あら

ゆる面においてそこに秩序を見いだす。私たちは巨大で恐れを抱かせるような無秩序な世界に住んでいるわ
けではない。予想できるように毎日規則正しく太陽は昇り、そして沈む。星は規則正しく軌道に従って動き、
天文学者・や数学者が予測する時にその場所に現れる。季節も規則正しく移り変わっていく。農夫が種を蒔く
と蒔いたものを刈る取ることができる。なぜこの宇宙は美しく秩序立っていてカオス（無秩序・混沌）では
ないのか？彼らがそのような疑問を考えるとき、彼らの何人かの哲学者は「なぜなら宇宙にばことば”が
存在するから。ちょうど人間の中に理性が存在するように、この美しい宇宙の中には理性のような”ことぱ”
が存在する。」と答えた。彼らは理性を知覚する。秩序づける原理、宇宙に存在するすべてのものに働くも
のとして。

ヘラクレイトス
Ｂ．Ｃ．６世紀の哲学者ヘラクレイトスは「万物は流転する」とか、「人は同じ流れにふたたびはいることは
できない。」ということぱを残している。彼ばことぱ”を神とも表現できるものとした。彼は神、火、そ
しでことば”という用語を同じようなものとして用いていた。

ストア派の哲学者
ストア派の哲学者はロゴスということぱの概念を築き上げた。彼らは宇宙を理性に満ちているものとして見、
それをロゴスと呼んだ。この用法は宇宙は理にかなっているものだという彼らの深い洞察を示す。ストア派
の哲学者はロゴスを人格を持ったものとは考えなかづたが、原理、力であると考えた。
紀元１世紀のギリシャ世界において、ロゴスということばのイメージは以下のようであったと思われる。

一般の人々は哲学者が用いていたロゴスということぱの意味を十：ダ１７理解していたわけではなかった。しかし

そのことぱが非常に重要な誰か、あるいは何かを指し示していたことは理解していた。したがってクリスチ
ャンでないギリシャ人がヨハネの福音書を最初に読んだとき、私たち現代人が感じる奇妙なイメージを持つ
ことはなかったであろう。彼らは著者ヨハネが意図したことをすべてくみ取ることはできなかったであろう
が、ロゴスというものが最も重要な存在あるいは原理であることは理解したと思われる。

Ｂ ゛ プ ル の ロ ゴ ス こ ヽ る イ メ ー ジ １ Ｕ ４ １
ヘブル人の ” こ と ぱ ” の 理 解 は ギリシャ人のものとは異なっている。活動的な神のことぱ、知恵について

の旧約聖書の眺望からその理解が得られる。例えば「主のことばによって、天は造られた。天の万象もすべ
て、御口のいぶきによって。（詩編３３：６）」

旧約聖轡のダバール（ことぱ）について
ダバール（ことぱ）は出来事と訳せる。
神のことぱは神の意志を行うことにおいて活動的である。
「雨や雪が天から降ってもとに戻らず、必ず地を潤し、それに物を生えさせ、芽を出させ、種蒔く者には種
を与え、食べる者にはパンを与える。そのように、わたしの□から出るわたしのことぱも、むなしく、わた
しのところに帰っては来ない。必ず、わたしの望む事を成し遂げ、わたしの言い送った事を成功させる。（イ
ザヤ５５：１０-１１）」
私たちは普通”ことぱ”という語をこのような用法では用いない。しかし、ユダヤ人はこのようなダイナミ
ックな用法における”ことぱ”の理解に対して何の抵抗もない。彼らは神のことばと言えば神の活動を連想
する。
ユダヤ人は知恵についても似たような考えを持っている。蔵言８章には生き生きした知恵の擬人化が見ら
れる。



「主は、その働きを始める前から、そのみわざの初めから、わたしを得ておられた。
大昔から、初めから、大地の始まりから、わたしは立てられた。
深淵もまだなく、水のみなぎる源もなかったとき、わたしはすでに生まれていた。
山が立てられる前に、丘より先に、わたしはすでに生まれていた。
神がまだ地も野原も、この世の最初のちりも造られなかったときに。
神が天を堅く立て、深淵の面に円を描かれたとき、わたしはそこにいた。
神が上のほうに大空を固め、深淵の源を堅く定め、海にその境界を置き、水がその境を越えないようにし、
地の基を定められたとき、わたしは神のかたわらで、これを組み立てる者であった。
わたしは毎日喜び、いつも御前で楽しみ、神の地、この世界で楽しみ、人の子らを喜んだ。（歳言８：２２
-３１）」

創世記１章
神のことぱによる天地創造

（アレクサンドリアのフィロンロゴスーキリスト論）

聖 の で の ロ ゴ の い ら ２ １

新約聖書に３３０回用いられているロゴスは、それぞれの独立した書物に比較的バランスよく出てくる。
福音書に１２９回（マタイ３３、マルコ２４、ルカ３２、ョハネ４０）、使徒の働きに６５回、疑いのない
パウロ書簡に４８回、コロサイ（７）、エペソ（４）、Ⅱテサロニケ（５）、ヘプル（１２）、牧会書簡（２
０）、黙示（１８）、ヤコブ（５）、Ｉと唵ョハネ（７）、ＩとＩＩペテロ（１０）。
ピレモンとＩＩョハネとユダだけにロゴスは用いられていない。歴史的なイエスの現れである絶対的ロゴス

としての用法はョハネの福音書のプロローグ（ョハネ１：１、１４）とＩョハネの書き出し（１：１）にお
いて見られ、他の用法に比べて際立って突出している。

ョ ハ の の プ ロ ロ ー グ に つ い て ２ １
ョハネの福音書のリズミカルに構成されたプロローグ（１：１ - １８）の理解において、このプロローグ

が初期のクリスチャンのロゴ。ス、賛歌の注釈書のよう・ｌｉご改作であるという見解がある１２Ｌ１３１．それは特殊な用
法としてキリストご自身を人格的なロゴスと同一視する。

この”ロゴ、；；４、賛歌”を再構成する様々な試みはキリストの罪のあがないの方法について述べられるときに
一点ｌこ収束する。それはテキスト自身から読み取ることができる。

キリストの永遠からの先在（１ａ）、
神との人格的な交わり（１ｂ、２）、
ロゴスは創造において全てを包含する働きを持っている（３）、
世のための救いにおける働き（俺馳者として光といのちをもたらす）（４）。

受肉というかたちでこの人間世界にロゴスが来られたことは５節から論じはじめられている。
明確な編集の作業（６-８、１５に見られるバプテスマのヨハネに関する文章は明らかに編集によって挿入さ

れている）は神の栄光におけるロゴスの歴史的に感知できる完全なリアリティを加えている（１４ｂ）。
（１４ａＫ（ｘｌ、ｏλｏＹｏ（ｙ（ｙ（ＸＰｔ・；‘ｙ’ｅｖｓｌ；ｏはこの世の一時のはかなさにおいて完全な受肉の出来事を表現して
いる。）これらの受肉に関する見解はこの ” 賛 歌 ” が おそらくヘレニズム化されたユダヤ教の世界からのも
のであるが、そのままでクリスチャンに源を発していることを指し示す。
ヨハネの福音書のプロローグとヨハネの手紙第一の書き出し（１：１ -４）との間の霊的なそして文学的

な関係は非常に多くのテキストのつながり（例えばアルケーとソーエーについて述べられていること）だけ
ではなく、いのちのことぱ０。ｏＴｏ（ｙｌ；ｙｌ（ｙｔｏ）７１（ｙｌヨハ１：２）としてのロゴスの中心的位置において見られる。
その本質は歴史的な時間の中で信仰の目に対してベールを取る。
なお、ヨハネは以下のような集中構造を用いて１２節を中心主題として強調し、また、その前後において、

この方をどのような方として受け入れるべきかを説明していると思われる。



・ 集 中 構 造 に よ っ て 強 調 さ れ る 中 心 メ ッ セ ー ジ

に の 方 を 受 け 入 れ た 人 々 に 対 す る 神 の 約 束 ）
Ａ１：１ - ５父とともにおられたひとり子の神、ことぱ（ロゴス）なるイエス・キリスト

ー永遠の先在者、神、すべてのものの創造者、いのち、人の光

１：１初めに、ことぱがあった。ことぱは神とともにあった。ことぱは神であった。
１：２この方は、初めに神とともにおられた。
１：３すべてのものは、この方によって造られた。
造られたもので、この方によらずにできたものは一つもない。

１：４この方にいのちがあった。このいのちは人の光であった。
１：５光はやみの中に輝いている。やみはこれに打ち勝たなかった。

Ａ ゛ １ ：１６ -１８父のふところにおられるひとり子の神、ことぱなるイエス・キリストによる
神の自己啓示と恵みとまことの実現

１：１６私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、
恵みの上にさらに恵みを受けたのである。

１：１７というのは、律法はモーセによって与えられ、
恵みとまことはイエス・キリストによって実現したからである。

１：１８いまだかつて神を見た者はいない。父のふところにおられるひとり子の神が、
神を説き明かされたのである。

Ｂ ’ １ ： １ ５ バ プ テ ス マ の ヨ ハ ネ の 証 言
１：１５ヨハネはこの方について証言し、叫んで言った。

「「私のあとから来る方は、私にまさる方である。私より先におられたからである。」
と私か言ったのは、この方のことです。」

＊この方を受け入れた人々
１：１２しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、

神の子どもとされる特権をお与えになった。
１：１３この人々は、血によってではなく、肉の欲求や人の意欲によってでもなく、

ただ、神によって生まれたのである。

Ｃ ’ １ ： １ ４ 世 に 来 ら れ た こ と ぱ ー こ と ぱ な る 神 の 受 肉 と 栄 光 、 恵 み と ま こ と
父のみもとから肉体を持った人間として世に来られたひとり子（ことぱ）
１：１４ことぱは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。
父のみもとから来られたひとり子としての栄光である。
この方は恵みとまことに満ちておられた。

ＤＩ：１０ - １３この方と世の関係 - この方を受け入れなかった民と受け入れた人々

＊この方を受け入れなかった民
１：１０この方はもとから世におられ、世はこの方によって造られたのに、世はこの方を知らなかった。
１：１１この方（主人）はご自分のくに（家）に来られたのに、ご自分の民（子ども）は受け入れなかった。

Ｂ１：６ - ８バプテスマのヨハネの使命（まことの光を反射して指し示す鏡のような存在）
１：６神から遣わされたヨハネという人が現われた。
１：７この人はあかしのために来た。光についてあかしするためであり、
すべての人が彼によって信じるためである。

１：８彼は光ではなかった。ただ光についてあかしするために来たのである。

ｒ ヽ ｃ １ ： ９ 世 に 来 ら れ る こ と ぱ ー す べ て の 人 を 照 ら す ま こ と の 光 と し て
１：９すべての人を照らすそのまことの光が世に来ようとしていた。



Ｗ

？

ヨ ハ ｀ の の で の の こ と ぱ の ３ １
ヨハネの福音書は共観福音書のように（マルコ４：１４、ルカ５：１参照）イエスの説教を”神のことば

の”宣言として示している。イエスのことぱは父なる神のことぱであり、そめことばの中に父なる神の働き
が表されている（ヨハネ１４：２４、３：３４、１４：１０、１７：８）。したがってだれでもイエスのこ
とぱを聞き、それらを信仰によって受け入れる者は神のことぱを聞くのである（ヨハネ５：２４、８：５１、
１２：４８、１４：２４、１５：３、１７：１４、１７）。なぜならイエスのことぱは同時に父なる神のこ
とばだからである。それゆえにイエスのことぱは救いのことぱ（ヨハネ１４：１４）であり、真理（ヨハネ
１７：１７）である。これがなぜイエスのことぱが信じる者の内にいのちを与え（ヨハネ５：２４）、そし
て信じない者に裁きを与える理由である。イエスが語ゐ”神のことぱ”はその全体で人間に対する神の自己
啓示”である。
神のことばとしてのイエスのことぱということは、イエスがことばとして存在しているということにその

土台を置いている。

３Ｄｉｓｉｏｎ
なぜヨハネの福音轡の著者はロゴスということぱを用いて福音提示をしているのか？

ロゴスであるイエス・キリストの受肉という出来事は聖書の中で最も驚くべき福音の中心的出来事である。
それは静かに、しかも全宇宙に響き渡る出来事である。なぜならそれは永遠から存在され、天地を創造され
た神のひとり子ご自身が私たちと同じ肉体を持たれ、この世界に来て私たちの間に住んで下さったというメ
ッセージだからである。

ヨハネの福音書の著者はギリシャ世界に住んでいるまだイエスをキリストとして受け入れていない人たち
に向かってこの福音書を書き記した。彼のプロローグにおけるロゴスということぱを用いた福音提示は聖霊
によって導かれた中で非常に考え抜かれた文章であると考えられる。なぜなら彼はギリシャ人が持っている
ロゴスのイメージにヘプル人が持っているロゴスのイメージと、キリストを信じた視点から見たロゴスのイ
メージを融合させているからである。２０世紀のドイツの哲学者ガダマーのことぱを借りれば「地平の融合」、
つまり先入観という現在の地平と過去の地平との融合がこのロゴスによる福音提示において見事になされて
いる１５１．

１私たちは誰でも、生まれ育ってきた歴史的、生活環境的先入見を持っている。どのような過去の出来事
を解釈する際にもこの先入見を白紙にすることはできない。いやむしろ、現在持っている先入見という地平
を土台にして、過去のテキストが語りかけてくることばに耳を傾け、問いかける対話を繰り返しながら、自
分のイメージを少しずつ聖書の映し出すイメージヘと修正していくことが解釈し、理解するということであ
る・】

受肉されたロゴスとしてのイエス・キリストをはっきりと指し示すキリスト教信仰の視点においてギリシ
ャ人やヘブル人の先入観とイエス・キリストによって啓示された神観が融合している。そこにおいてギリシ
ャ人が見た秩序ある宇宙の根源のイメージとヘブル人が持っていたダイナミックな出来事としてのイメージ
が重なり合っている。
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